










































Construction of the support system for special needs education by A-CAPDo 
cycle at kindergarten：building of initial response using support sheets to 














































































１ ．対象園：公立 K 幼稚園








　　職員は，園長 1 名（50代），副園長 1 名（40代），
教師 A（20代：保育歴 3 年 5 歳児副担任），教
師 B（40代：保育歴18年 5 歳児担任），教師 C（40



























































































































































































































    
 






    
 
図 ３ 　｢イライラして奇声を発する」Ｅ児シート（20XX ＋ １ 年 7 月：副担任によるシート）

























































































































































































































































教　師 20XX 年（介入初期） 20XX+1年（介入中期） 20XX+ 1 年（介入終期）
















































番号 キーワード 質　問　項　目 とても かなり すこし ない
1 発達 子どもの発達を促すにはどのようにすればよいかがわかった 0 3 2 0
2 目標 これからの保育の目標が明らかになった 0 2 3 0
3 確認 それまでの保育の意味や成果が確認できた 1 4 0 0
4 保育 クラスの子どもたちの保育（指導）への示唆が得られた 0 2 3 0
5 対処 子どもの問題行動への対処法がわかった 0 5 0 0
6 自信 自分たちの保育に自信が持てるようになった 0 1 4 0
7 見通 これからの保育の見通しを持つことができた 0 3 2 0
8 遊び どんな遊びや活動を保育に取り入れればよいかがわかった 0 0 5 0
9 応用 巡回相談の事例から学んだことを他の事例にも応用できた 0 2 3 0
10 迷い 保育上の迷いや不安が少なくなった 0 0 5 0
11 保育観 自分の保育観を見直し，考えるようになった 0 3 2 0
13 意味 保育や指導の意味を考えるようになった 0 2 2 0
14 知る 保育や障害についてもっと知りたいと思うようになった 2 3 0 0
15 視野 より広い視野から指導や保育を考えるようになった 0 2 3 0
16 制度 障害児の支援制度や就学に関する仕組みについて理解が深まった 1 2 2 0
17 問題 どんな問題があるか考えるようになった 0 2 3 0
18 状態 その子の状態が理解できるようになった 0 3 2 0
19 原因 その子の行動の意味や原因が理解できた 0 3 2 0
20 特徴 これまで気づかなかったその子の特徴を理解できた 0 3 2 0
28 子育て 保護者がどのような気持ちでその子を育てているかがわかった 0 1 4 0
29 親困難 保護者がその子を育てる困難が理解できた 0 3 2 0
30 親対応 保護者へどう対応したらよいか知ることができた 1 1 3 0
31 整理 問題を整理することができた 0 3 2 0
32 発障 子どもの発達や障害について理解が深まった 2 1 2 0
33 楽に 日ごろの悩みや疑問を聞いてもらって気持ちが楽になった 0 3 2 0
※芹澤ら（2008）を引用　　※未回答の項目は、削除した。　
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金戸・河田：A-CAPDo サイクルでの幼稚園の特別支援教育初動体制の構築
Construction of the support system for special needs education 
by A-CAPDo cycle at kindergarten：building of initial response 
using support sheets to understand the behaviors of children
Noriko KANETO・Shoichi KAWATA
　To build an initial response support system for special needs education based on the A-CAPDo 
cycle at kindergarten, the authors and case committee members met and provided support using 
support sheets to understand the behaviors of children. By using the sheet, teachers felt the need to 
work out measures that stay close to the feelings of the child. Through case meetings, all teachers 
worked together to come up with solutions. Consequently, a sign of improvements in inappropriate 
behaviors of the child began to appear. These findings suggest that it is necessary to implement the 
A-CAPDo cycle to build a special needs education system at kindergarten as an initial organizational 
response and that it is essential for teachers to understand the feelings of the child and collaborate to 
devise solutions in providing support.
Key words: kindergarten，special needs education，initial response support system，A-CAPDo cycle，
support sheets
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